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株式会社東京証券取引所

カーボン・クレジット市場整備室

J-クレジットのクレジット認証番号の番号体系の変更及び
カーボン・クレジットOTC取引決済サービス開始に係る
カーボン・クレジット市場における対応について
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１．J-クレジットのクレジット認証番号の番号体系の変更に係る対応
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＜J-クレジット制度事務局＞

• J-クレジット制度事務局が公表したJ-クレジットのクレジット認証番号の番号体系の変更に伴い、2026年３
月18日（水）からJ-クレジットの認証番号の桁数が変更される予定です。詳細はJ-クレジット制度事務局の
ホームページをご確認ください。

クレジット認証番号の番号体系の変更に対する対応の概要

（参考）J-クレジット制度事務局HP
• 制度記号・クレジット種別・クレジット認証番号について

https://japancredit.go.jp/about/number/
• 第41回Ｊ－クレジット制度運営委員会資料 P72~P74

https://japancredit.go.jp/steering_committee/data/haihu_251218/1_inkai_shiryo.pdf

• 上記のJ-クレジットにおけるクレジット認証番号の番号体系の変更により、2026年３月18日（水）以降は、
現行の認証番号（7桁）によるJ-クレジットの移転ができなくなることから、カーボン・クレジット市場におい
て移転に使用する認証番号を「移転用クレジット認証番号（11桁）」（次頁参照）に変更します。また変更対
応に伴い、J-クレジットの売買の臨時停止等を行います。

• 2026年３月9日（月）から３月17日（火）にかけて、売買の臨時停止を実施します。

➢ 東証にて３月６日（金）のセッション２後に残っている７桁の認証番号による注文を失効させる処理を
実施します。

➢ 臨時停止中に全ての売買の区分において新規の発注はできません。

• 2026年３月18日（水）以降に、J-クレジットにおいて売り注文を発注される際には移転用クレジット認証番号
（11桁）を入力いただくことになります。

• また、同日以降、カーボン・クレジット市場システムや適格請求書において表示するクレジット認証番号も移
転用クレジット認証番号（11桁）になります。

https://japancredit.go.jp/about/number/
https://japancredit.go.jp/steering_committee/data/haihu_251218/1_inkai_shiryo.pdf
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（参考）移転用クレジット認証番号

（出所）J-クレジット制度事務局HP、制度記号・クレジット種別・クレジット認証番号について
https://japancredit.go.jp/about/number/

• 今回のクレジット認証番号の番号体系の変更においては、28桁となったクレジット認証番号の他に、カーボン・
クレジット市場で売り注文を出すタイミング及びJ-クレジット移転請求での使用を想定したクレジット認証番号
として、28桁のうち、「プロジェクト番号（従前より1桁増）」「認証回数の桁数（従前より１桁増）」「エネ
ルギー由来の２桁（今回新規）」の11桁で構成される「移転用クレジット認証番号」が設定される予定です。

• 以降、カーボン・クレジット市場ではこの移転用クレジット認証番号をベースに売買及び決済を行います。

https://japancredit.go.jp/about/number/
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• クレジット認証番号の番号体系の変更に係るカーボン・クレジット市場における対応スケジュール
は以下。

対応スケジュール

3/2 3/3 3/4 3/5 3/6

3/9 3/10 3/11 3/12 3/13

3/2取引分の決済日 3/3取引分の決済日 3/4取引分の決済日 3/5取引分の決済日 3/6取引分の決済日

3/16 3/17 3/18 3/19 3/20

祝日

売買の臨時停止

売買の臨時停止

７桁のクレジット認証番号での売買

11桁の移転用クレジット認証番号での売買

3/23 3/24 3/25 3/26 3/27

11桁の移転用クレジット認証番号での売買

※2026/3/17 夕方
登録簿システムメンテナンス

※3/6のセッション２の後に残った
注文は一括取消しを行います。
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1. ご自身が保有されているクレジットを、J-クレジット登録簿システムのご自身の口座にてご確認
ください。

※J-クレジット登録簿システムの操作につきましては「Ｊ－クレジット登録簿システム ヘルプデ
スク」にお問い合わせください。
https://j-creditregistry.go.jp/toppage.html

2. ご自身が保有されているクレジットの移転用クレジット認証番号（11桁）をカーボン・クレジッ
ト市場システムに入力いただきます。

注文発注時の流れ

https://j-creditregistry.go.jp/toppage.html
https://j-creditregistry.go.jp/toppage.html
https://j-creditregistry.go.jp/toppage.html
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２．カーボン・クレジットOTC取引決済サービスについて
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• 東証カーボン・クレジット市場における立会売買では、個別のJ-クレジットの銘柄を指定した売買を
行うことができないため、個別銘柄を指定する売買は相対取引で行う必要があります。

• 一方で、相対取引においては、売買合意後のクレジットの移転に係る手続きの実務が煩雑なケースが
あり、市場参加者の皆様からは取引所の売買の照合・移転が実施できれば、取引の利便性が高まると
のご意見を頂戴してまいりました。

Zへの売却
A県a市③
13,000円
10t-CO2

Xからの購入
Ａ県a市③
13,000円
10t-CO2 

参加者X 参加者Z

相対取引
（個別契約）

当事者間で
クレジットと資金の決済

カーボン・クレジットOTC取引決済サービス導入の背景

• こうした状況を踏まえ、参加者の個別クレジット取引ニーズに応える手法として、参加者が相対取
引で行った売買約定の情報を東証に申告し、東証を介して、約定内容の照合及び決済（資金決済と
クレジット移転）を実施するサービス 「カーボン・クレジットOTC取引決済サービス」を導入い
たします。
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サービスの概要（１）

❶移転❷振込 ❹移転

A県a市③
13,000円
10t-CO2

東証口座売り方 買い方

資金決済（銀行）

売り方 買い方
東証 指定
銀行口座

❸振込

売買成立

クレジット移転（J-クレジット登録簿システム）

A県a市③
13,000円
10t-CO2

売り方
参加者A

東証

買い方
参加者B

• サービスが利用できる方：既存のカーボン・クレジット市場参加者（売り方・買い方双方）
• サービスの対象：売買の区分が「森林」のJ-クレジット
• サービスの流れ

① 売り方・買い方双方が市場外で成立したクレジットの売買約定情報を東証システムに入力
② 東証で入力された約定内容を照合し、売り方買い方双方の入力内容が一致した場合には、決

済を実施
③ 決済サイクルは現行の立会売買と同一（Ｔ＋５）。

約定内容の照合
売買約定情報の申込み 売買約定情報の申込み

＜サービスの流れ＞

※利用規約・システム利用約款への同意については、サービス利用の都度実施いただきます。



© 2026 Japan Exchange Group, Inc.

11

項目 内容 備考

対象となるクレジット
• J-クレジットのうち、売買の区分「森林」に属するクレジット • 「森林」以外の売買区分への対象の

拡大については、取引状況・市場参
加者の動向等を勘案しつつ検討

サービスのユーザー • カーボン・クレジット市場参加者に限定

サービスを提供する日
• カーボン・クレジット市場におけるＪークレジットの売買立会による売買を行う日と

同一

サービス提供時間 • 8:00~11:29、12:30~14:59

サービスのフロー

• ユーザーは、相対取引で成立した売買について、対象とする売買の内容を、売り方・
買い方双方が東証カーボン・クレジット市場システムに入力し、利用申し込みを行う。

＜入力内容＞

✓ 売買の区分、売付け又は買付けの区別、決済するクレジットのクレジット認証番
号（売り方、買い方双方）、注文数量、注文値段、相手方の参加者名（コード）

• 東証は、売り買い双方のユーザーが入力した情報を照合し、それが完全に一致した場
合に、即時に当該サービスの利用を承認し、以降の決済処理を行う

• 売買代金、クレジットとも、カーボン・クレジット市場におけるJ-クレジットの売買
立会による売買同様、東証口座を通じて決済を行う。

• 決済前の利用撤回も可能

• 同一ユーザーのクレジット及び代金
の差引計算は行わない

• 売買代金については、サービス利用
者である参加者が、同一日に行った
カーボン・クレジット市場における
売買立会による取引と合算し、決済
処理を実施

価格公示 • 価格公表は実施せず、売買の区分単位での売買高のみを公表

決済日 • 売買内容の照合が完了した日から起算して６日目を決済日とする（T＋５） • 売買立会と同一の決済サイクル

決済不履行の取扱い • カーボン・クレジット市場におけるJ-クレジットの売買立会による売買に準じる

手数料 • 当分の間無料とする

サービスの概要（２）
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システム入力画面（申込み入力①）

① 「注文控え照会」→「申込控え（OTC）」を選択します。

② 画面下部の「新規（売り/買い）」を押下すると、注文入力画面に遷移します。

※カーボン・クレジット市場システムへのログイン方法は、立会売買と同様です（同一ID・PW）。

② 新規（売り/買い）を押下

① 申込控え（OTC）を押下

※既に入力した申込内容の変更・取消を行う場合は、変更・取消の
ボタンを押下。
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システム入力画面（申込み入力②）

① クレジット認証番号を半角数字
で入力（候補が表示されます）

①「売買の区分設定」をボタンを押下

① 売り/買い利用申込みー新規ー」画面にて、クレジット認証番号を入力します。その後「売買の区分設定」ボタンを押下すると、本システムに登録され
ている情報が自動で表示されます。

② 売買と相手方と合意した売買約定の内容（数量・値段）と売買の相手方の参加者コード（https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/participants/index.html から
ご確認ください。）を入力します。

③ 「OTC取引決済サービス利用規約」及び「（OTC）システム利用約款」の内容をリンク先にてご確認いただき、サービス利用にあたり、規約・約款の
内容にご同意いただける場合には、チェックボックスにチェックを入れてください。（同意にチェックをいただけない場合には次に進めません。）

④ 入力後「確認」を押下すると、申込内容確認画面に遷移します。

② 売買の相手方と合意・成立した
売買約定の内容（数量・値段、相手
方）を入力

③ サービス利用規約・システム利
用約款を確認の上、同意いただける
場合にチェック

④ 内容入力後「確認」を押下

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/participants/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/participants/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/participants/index.html
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システム入力画面（申込み入力③）

① 「確認」ボタンを押下すると、利用申込み確認画面に遷移します。申込み内容を確認し「実行」ボタンを押下してください。入力に誤りがある場合に
は「入力に戻る」ボタンを押下し、入力画面に戻ってください。

内容確認後、正しければ「確認」を
押下

② 「実行」ボタンを押下後、申込みが完了し、申込み完了画面が表示されます。

内容確認後、誤りがある場合には「
入力に戻る」を押下。入力画面に戻
って、入力内容を修正
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システム画面（申込み内容確認）

① 売り買い双方が申込入力を行った後、東証が内容の照合を行い、申込み内容が一致した場合には即時にサービスの利用を承認します。
➢ 内容不一致の場合、東証から特段の通知はいたしません。その場合は、双方の申込みが残った状態となります。そのまま申込み内容の修正等が行

われず内容が一致しない場合には、当該申込は申込日の15:00以降失効します。

② 利用が承認された申込みの内容は「約定明細照会」から確認することができます。

約定明細では立会売買での約定明細とOTC取引決済サービス利用の売
買約定内容の双方が表示。
*ダウンロードファイルのフォーマットに変更はありません。
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システム画面（決済状況確認）

① 利用が承認された申込みの決済状況については、立会売買の決済状況と併せて「決済状況照会」から確認することができます。

② 合計算出は、立会売買の情報とOTCの決済額が合算された総額が表示されます（立会売買とOTCの内訳も併せて表示されます。）。

立会売買での約定明細とOTC取引決済サービス利用の売買約定の決済
状況の双方が表示。
＊ダウンロードファイルのフォーマットに変更はありません

画面下部の「受取/支払合計」ボタン押下で、立会売買とOTC取引決済
サービス利用約定の受取/支払資金の合計額を表示
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（参考）サービスのプロセスとその位置付けの比較

カーボン・クレジット市場利用規約への同意
※⇒カーボン・クレジット市場参加者として登録

売りA（参加者）ー買いB（参加者） ①
売りA（参加者）ー買いB（参加者） ②

売りA（参加者）－買いC（参加者）
売りA （参加者） －買いD（非参加者）

サービス利用規約への同意A B

取引ごとのサービス利用申込
売りA－買いB②

売り方
A

買い方
B

参加者 A
参加者 B
参加者 C

…

●匿名性（相手側は秘匿）
●集団的売買

●標準化した売買対象
↓

決済

売買内容の照合⇒決済実施
●相手は事前に特定

●個別的取引
●両者で指定したクレジットを決済

東証カーボン・クレジット市場 OTC決済サービス

市場外取引（相対取引）

カーボン・クレジット市場システム

⇒市場参加者であること（A、B、C）がユーザーの前提条件
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３．フォーマット等の変更について
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• 2026年3月18日以降、「発行約束期間」「適用約束期間」の２項目が削除されます。

「決済状況照会」画面（カーボン・クレジット市場システム）

削除
＜決済状況照会画面＞

※ 「約定明細照会」画面の様式変更はございません。
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• 2026年3月18日以降、OTC取引決済サービスの対象銘柄である森林の以下のレコードを追加しま
す。当該レコードについては、価格は公表せず、売買高のみ公表します。

➢ 「制度名：Ｊ－クレジット（OTC）、分類名：森林、方法論名：（指定なし）、銘柄コード：1105000」

※ フォーマットの様式及び銘柄コード（7桁）は変更ございません。

「カーボン・クレジット市場日報」
（WEBサイト・四本値情報（カーボン・クレジット）提供サービス）

＜WEBサイト＞カーボン・クレジット市場日報PDF

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/daily/index.html

＜TMI＞四本値情報（カーボン・クレジット）提
供サービスCSV（有償サービス）

XXXX/XX/XX

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/daily/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/daily/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/daily/index.html
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• 2026年3月18日以降、以下の対応を実施します。

① 7桁のクレジット認証番号を11桁の移転用クレジット認証番号に差し替えます。

② OTC取引決済サービスの対象銘柄である森林クレジットの以下のレコードを追加します。

➢ 制度コード：11、制度名：Ｊ－クレジット（OTC）、分類コード：5、分類名：森林、方法論コード：0、方法論名：（指定なし）

※ フォーマットの様式変更はございません。

「移転クレジット_売買区分対応表」（WEBサイト）

＜WEBサイト＞カーボン・クレジット市場 「制度概要」ページ掲載Excelファイル

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/index.html

略

略

①7桁のクレジット認証番号を
11桁の移転用クレジット認証番号に差し替え
項目名を「移転用クレジット認証番号」に

②OTC取引決済サービスの対象銘柄である
森林クレジットのレコードを追加

移転用クレジット認証番号

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/index.html
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/index.html


© 2026 Japan Exchange Group, Inc.

22

◼ 本資料や市場への参加等に関するお問合せ

東京証券取引所カーボン・クレジット市場整備室

制度関係：

E-mail：carbon_info@jpx.co.jp

参加者申込・クレジット追加指定関係：

E-mail：carbon_sankasha@jpx.co.jp

問合せ先

mailto:carbon_info@jpx.co.jp
mailto:carbon_sankasha@jpx.co.jp
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